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　背負式エンジンブロワは，風力により落ち葉や刈り草などを効率的に集める
清掃用作業機械で，重量のある動力源を背負うため，身体負担を軽減すること
が求められています。そこで，新型機の開発にあたり，人間工学とデザイン技
術を導入した研究を実施し，肩部負担の軽減，背負い心地，使い勝手の向上を
目指しました。

研究の目的研究の目的

研究の内容研究の内容

研究の成果研究の成果

200９広島県立総合技術研究所 西部工業技術センター
生産技術アカデミー 製品設計研究部

（１）基礎デザイン研究
・肩部の圧力分散のために，腰で支える「背負子」と重心を高く維持するバッ
　クパックでの背負い方法を融合した「腰部仙骨支持方法」を策定しました。
・機械重心位置やハーネス，パッド類を検討するフィッティング検証機を製作
　し，肩部圧力や身体バランス計測などの事前検証実験を行いました。
・作業性，審美性，実現可能性を含めた基礎デザイン案を作成しました。
（２）詳細設計・製作
・フレームやハーネス類の形状など技術相談にて対応しました。
（３）評価実験
・試作機は旧機と比較して，肩部圧力は3/4に，痛み自覚症状は1/3に軽減する
ことが明らかになり，基礎デザインの効果を実証しました。また，実機の
使用テストにより，製品化に向けた改善点をまとめました。

（共同研究機関）新ダイワ工業株式会社，富山大学芸術文化学部
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【使用状況調査】
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伝統的背負子 最新ﾊﾞｯｸﾊﾟｯｸ

２つの
背負い理論の
融合による
フィッティング
理論の構築

【ダミーでの実験】

■現行ブロアのエンジンレイアウトを

変更しない最も製品化に近い基礎デザインの提案1
●①現行のブロワの側面,背面,正面写真

●②大型刈払機用ショルダー側面

●③実験から奥行減少が有効だが,エンジン部の大まかな変更が不可能な条件

●④フレームを支持方式（2案）の様にするには技術的課題がある場合の

対策であり,地面にベタで後ろに引張られずに,腰部斜めに荷重が載る形状

●④フレームを支持方式（2案）の様にするには技術的課題がある場合の

対策であり,地面にベタで後ろに引張られずに,腰部斜めに荷重が載る形状

●⑤泥地など地面状況への対応,持ち上げ時にも良い●⑤泥地など地面状況への対応,持ち上げ時にも良い

●⑦次に,大型刈払機

で腹部ベルトになっ

ており,肩・腰ベルト

間を広げ,かつ調節

機能を提案する

●⑥フレームの条件に合わせ,

若干エンジン部の位置を上げた

●⑥フレームの条件に合わせ,

若干エンジン部の位置を上げた

●⑧調節は骨盤に腰ベルトを

合わせ,肩ストラップの頸当

てを第7頚骨に合わせる。

作業者が自分で最適な位置

合わせを行う工夫。

→登山パック参考
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てを第7頚骨に合わせる。

作業者が自分で最適な位置

合わせを行う工夫。

→登山パック参考

●⑩仙骨パッド

●⑪頸当て●⑪頸当て

●⑫腰ベルト使用の

場合,転倒に備えた

緊急の脱着機能が必要

●⑨肩ハーネス●⑨肩ハーネス

【基礎デザイン案】
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【評価実験（左：肩圧，中：痛み評価】 【研究成果による製品化】
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【概念設計】


